
計画の名称
和歌山県森林づくり計画

計画策定主体
和歌山県

対象市町村

計画の期間
平成２２年度～２６年度（５年間）

計画の目標

定量的指標

指標に関連する事業

事業名 実施箇所 事業実施主体 関係市町村 工期 主な事業内容
計画期間内の

総事業費【千円】
備考

森林整備事業
（育成林整備事業、共生環境
整備事業）

和歌山県内 森林組合等

紀美野町、紀の川市、
橋本市、かつらぎ町、
九度山町、広川町、由
良町、印南町、みなべ
町、日高川町、田辺
市、白浜町、上富田
町、新宮市、那智勝浦
町、古座川町

H22
森林整備
　　512 ha

178,222

森林整備事業
（育成林整備事業）

和歌山県内（竹ノ又坂又
線、峠上二澤線、瀬谷妹尾
線、東神野川木の川線、上
地平瀬線、株井白馬線、出
谷線、日物川境川線）

田辺市、有田
川町、日高川
町、みなべ
町、新宮市、
北山村、和歌
山県

田辺市、有田川町、日
高川町、みなべ町、新
宮市、北山村

H22～26
森林管理道開設
　　L= 7,988 m

1,389,872

森林整備事業
（林道改良事業）

和歌山県内（粉河中央線、
臼谷有中線、小鶴谷線、白
馬線、川合湯ノ又線、橘川
線、ホイホイ坂線（改良・
舗装）、小松原大川線（舗
装）、瀬ノ谷線、小広和田
川線、小又川丹生ノ川線、
七力線(舗装)、小広静川
線、大熊線、政城線（改
良・舗装）、山手大桑線、
将軍川線、松根小森川線、
立合川線、ムジ屋敷線）

紀の川市、か
つらぎ町、広
川町、日高川
町、田辺市、
新宮市、古座
川町、和歌山
県

紀の川市、かつらぎ
町、広川町、日高川
町、田辺市、新宮市、
古座川町

H22～26

林道の改良
　　22路線
（うち舗装4路線
　L= 8,594 m）

1,397,986

森林整備事業
（フォレスト・コミュニティ
総合整備事業）

和歌山県内（白馬線、虎ヶ
峰坂泰線、政城線）

田辺市、和歌
山県

広川町、田辺市 H22～26
森林基幹道開設
　　L= 10,897 m

1,472,043

農業用水保全の森づくり事業
（特定事業（育成林整備事
業））

和歌山県内 森林組合等

紀美野町、紀の川市、
かつらぎ町、九度山
町、印南町、みなべ
町、日高川町

H22
森林整備
　　313 ha

101,443

農業用水保全の森づくり事業
（特定事業（育成林整備事
業））

和歌山県内
（毛原下滝ノ川線）

紀美野町、和
歌山県

紀美野町 H22～23
森林管理道開設
　　L= 544 m

67,748

漁場保全の森づくり事業
（育成林整備事業）

和歌山県内 森林組合等
田辺市、すさみ町、那
智勝浦町、古座川町、
串本町

H22
森林整備
　　125 ha

85,946

小　計 4,693,260

農山漁村地域整備計画　事後評価

低コスト林業の推進により搬出間伐を積極的に進め、間伐材の生産販売量の増産を図る。
具体的には、平成21年度の間伐材生産販売量を基準に、平成26年度までに10,000m3／年の増産を図る。

●交付対象事業の進捗状況

　木材価格の低迷や素材生産コストの割合が高いことなどから、素材生産量の低下や間伐などの整備が十分でない林分の増加が懸念されている。
　このため、林道を基軸とした作業道等の路網整備と併せて森林施業の集約化を実施することにより、低コストな林業を推進し、間伐材の生産販売
量の増産を目指すとともに、適切な森林整備を進めることにより、森林の公益的機能の発揮や農業用水の水源地の保全及び漁場環境の保全を図る。

和歌山市、紀美野町、紀の川市、橋本市、かつらぎ町、九度山町、高野町、湯浅町、広川町、有田川町、由良町、印南町、みなべ町、日高川町、田
辺市、白浜町、上富田町、すさみ町、新宮市、那智勝浦町、古座川町、北山村、串本町　（２３市町村）



指標に関連する事業

事業名 実施箇所 事業実施主体 関係市町村 工期 主な事業内容
計画期間内の

総事業費【千円】
備考

森林整備事業
（森林環境保全直接支援事
業、育成林整備事業）

和歌山県内 森林組合等

和歌山市、紀美野町、
紀の川市、橋本市、か
つらぎ町、九度山町、
高野町、湯浅町、広川
町、有田川町、印南
町、みなべ町、日高川
町、田辺市、白浜町、
上富田町、すさみ町、
新宮市、那智勝浦町、
古座川町、北山村、串
本町

H22～26
森林整備
　11,000 ha

8,754,000

小　計 8,754,000

13,447,260

対象・手段

林道整備、森林整備
間伐材生産販売量
（平成21年度比較）

10,000 m3
の増産

10,000 m3の増産 100%

　本事業により計画区域内における林業基盤整備が図られたので、この林業基盤を活用して引き続き計画区域内での森林整備推進に努めるととも
に、間伐材を含めた木材生産の増大に向けて取り組んでいく。

●今後の方針

合　計（全体事業費）

 目標達成

指標値（目標値）
実績値

定量的指標
達成率 目標値と実績値に差が出た要因 備考

●事業効果の発現状況

●指標値の実現状況

　本事業により新たに林道が約20km整備され、また林道の改良により林業生産効率も向上した。こうした林業基盤の整備によって作業道の整備も進
み、搬出間伐を含めた森林施業が促進された。さらには、森林整備の実施により森林の公益的機能の発揮も図られ、計画区域内における農業用水の
水源地や漁場環境の保全にもつながった。

●関連事業の進捗状況


